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　１０月６日（土）ふれあい広場において｢関ケ原まつり合

戦相撲大会｣が行われました（詳細はＰ２）



平成１９年１１月１日 2 第520号

　
　

月
６
日
（
土
）
に
関
ケ
原
ま
つ

１０
り
が
開
催
さ
れ
、
奉
納
煙
火
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
煙
火
は
今
か
ら
約

２
５
０
年
前
の
大
火
を
き
っ
か
け
に
、

火
災
防
止
の
願
い
を
こ
め
て
始
ま
り

ま
し
た
。
当
日
は
旧
役
場
庁
舎
前
か

ら
煙
火
場
で
あ
る
町
民
プ
ー
ル
南
側

ま
で
、
町
内
６
地
区
の
氏
子
代
表
の

方
々
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
会
場
の

「
席
場
」
に
て
奉
納
煙
火
を
見
守
り

ま
し
た
。

〈
関
ケ
原
ま
つ
り
〉

奉
納
煙
火
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
　

月
６
日
（
土
）
ふ
れ
あ
い
広
場

１０
に
お
い
て
関
ケ
原
ま
つ
り
合
戦
相
撲

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
元

気
よ
く
相
撲
を
と
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

幼
児
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
田  
中 　
 
里  
奈 

た 
な
か 

り 

な

　
　
　

準
優
勝　
　
 
井  
上 　
 
喬  
斗 

い
の 
う
え 

た
か 
と

　
　
　

３
位　
　
　
 
清  
水 　
 
大  
輝 

し 
み
ず 

だ
い 
き

　
　
　
　
　
　
　
　
 
林 　
　

は
や
し

 
亮
佑 

り
ょ
う
す
け

小
学
１
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
上  
田 　

う
え 
だ

 
龍
成 

り
ゅ
う
せ
い

　
　
　

準
優
勝　
　
 
渡  
辺 　

わ
た 
な
べ

 
琉 みが

く

　
　
　

３
位　
　
　
 
石  
井 　
 
魁 

い
し 
い 

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
 
清  
水 　
 
康  
臣 

し
み 
ず 

や
す 
お
み

小
学
２
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
上  
津 　
 
遥  
幹 

こ
う 
ず 

は
る 
き

　
　
　

準
優
勝　
　
 
大  
塚 　
 
健  
太  
郎 

お
お 
つ
か 

け
ん 
た 
ろ
う

　
　
　

３
位　
　
　
 
国  
分 　

こ
く 
ぶ

 
涼
平 

り
ょ
う
へ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
 
兼  
松 　

か
ね 
ま
つ

 
峻
也 

し
ゅ
ん
や

小
学
３
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
生  
田 　
 
怜  
央 

い
く 
た 

れ 

お

　
　
　

準
優
勝　
　
 
井  
上 　
 
直  
樹 

い
の 
う
え 

な
お 
き

　
　
　

３
位　
　
　
 
佐  
藤 　
 
大  
明 

さ 
と
う 

ひ
ろ 
あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
 
本  
郷 　
 
颯  
大 

ほ
ん 
ご
う 

そ
う 
だ
い

小
学
４
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
田  
中 　
 
敬  
大 

た 
な
か 

た
か 
ひ
ろ

　
　
　

準
優
勝　
　
 
川  
崎 　
 
佑  
馬 

か
わ 
さ
き 

ゆ
う 
ま

　
　
　

３
位　
　
　
 
高  
木 　
 
史  
哉 

た
か 
ぎ 

ふ
み 
や

　
　
　
　
　
　
　
　
 
辻 　
　
 
有  
希 

つ
じ 

ゆ
う 
き

〈
関
ケ
原
ま
つ
り
〉

関
ケ
原
ま
つ
り
合
戦
相
撲
大
会
開
催

　

去
る
、　

月
３
日
（
水
）
に
有
志

１０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
町
職
員
に
よ
り
、

町
道
大
高
・
明
神
線
沿
い
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
の
撤
去
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
作
業
は
、
昨
年
度
か
ら

数
え
る
と
３
回
目
で
、
道
路
か
ら
数

十
メ
ー
ト
ル
下
の
谷
か
ら
不
法
投
棄

さ
れ
た
ご
み
を
引
き
上
げ
る
等
、
苦

労
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
撤
去
処
分
さ
れ
た
ご
み
は

約
２
ｔ
で
、
３
回
全
て
併
せ
る
と
約

　

ｔ
の
量
に
な
り
ま
す
。
捨
て
ら
れ

１０て
い
る
の
は
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

テ
レ
ビ
等
の
電
化
製
品
を
は
じ
め
、

机
、
ベ
ッ
ド
、
タ
ン
ス
等
の
家
具
類
、

雑
誌
、
生
ご
み
、
空
き
缶
等
、
種
類

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
大
量
の
オ
ム
ツ
ま

で
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
の
綺
麗
な
環
境
を
守
る
た
め
に
、

不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
道
大
高
・
明
神
線 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
法
投
棄
処
理

　

９
月　

日
（
木
）、
ご
う
ど
中
央
ス

２７

ポ
ー
ツ
公
園
に
て
第
９
回
西
南
濃
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
南
濃
の
計

６
町
が
集
ま
り
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

◎
ペ
タ
ン
ク
の
部

　
　
　
　

優
勝　

関
ケ
原
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　

３
位　

関
ケ
原
小
池
チ
ー
ム

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　
　

優
勝　

関
ケ
原
Ｂ
チ
ー
ム

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

　
　
　
　

４
位　

関
ケ
原
Ｂ
チ
ー
ム

　

西
南
濃
老
連

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

小
学
５
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
柳  
瀬 　
 
紘  
己 

や
な 
せ 

こ
う 
き

　
　
　

準
優
勝　
　
 
鈴  
木 　
 
優  
人 

す
ず 
き 

ゆ
う 
と

　
　
　

３
位　
　
　
 
渡  
辺 　
 
浩  
一 

わ
た 
な
べ 

こ
う 
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
 
牧  
村 　
 
洋  
平 

ま
き 
む
ら 

よ
う 
へ
い

小
学
６
年
生
の
部

　
　
　

優
勝　
　
　
 
川  
崎 　

か
わ 
さ
き

 
翔
馬 

し
ょ
う
ま

　
　
　

準
優
勝　
　
 
中  
村 　
 
達  
也 

な
か 
む
ら 

た
つ 
や

　
　
　

３
位　
　
　
 
桑  
原 　
 
勇  
也 

く
わ 
ば
ら 

ゆ
う 
や

　
　
　
　
　
　
　
　
 
田  
中 　
 
友  
貴 

た 
な
か 

ゆ
う 
き
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月　

日
（
金
）
関
ケ
原
ふ
れ
あ

１０

１２

い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

関
ケ
原
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
戦
没
者
の
方

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
淺
井
町
長
が

式
辞
を
、
来
賓
の
方
々
が
追
悼
の
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
遺
族
の
方
が
献
花

を
捧
げ
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

戦
没
者
の
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　

県
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
提
出
さ

れ
た
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
、

関
ケ
原
町
立
今
須
小
学
校
４
年
生
の

 
増  
田  
京  
華 
さ
ん
が
岐
阜
県
少
年
女

ま
す 
だ 
き
ょ
う 
か

性
防
火
連
絡
協
議
会
長
賞
に
、
関
ケ

原
町
立
南
小
学
校
４
年
生
の 
宮  
城 

み
や 

ぎ

 
翔  
大 
さ
ん
が
不
破
郡
消
防
協
会
長

し
ょ
う 
た

賞
に
見
事
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
増
田

さ
ん
の
作
品
は
岐
阜
県
立
図
書
館
で

　

月
２
日
（
火
）
か
ら　

日
（
木
）

１０

１１

の
間
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
増
田
さ
ん
、

宮
城
さ
ん
の
作
品
は
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
期
間
（　

月
９
日
（
金
）

１１

か
ら　

日
（
木
））
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１５

タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

見
事
入
選▲宮城翔大さんの作品 ▲増田京華さんの作品

　

視
聴
覚
教
育
の
普
及
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
視
聴
覚
教
材
の
製
作
・

普
及
や
視
聴
覚
機
器
の
利
用
促
進
、

後
進
の
育
成
に
尽
力
す
る
な
ど
、
視

聴
覚
教
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
文
部
科
学
省
よ
り 
中  
川  
清 
さ
ん

な
か 
が
わ 
き
よ
し

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

視
聴
覚
教
育
・
情
報
教
育

功
労
者
表
彰

　

９
月　

日
（
水
）、
長
年
岐
阜
県
警

１９

の
機
関
誌
「
華
陽
」
の
表
紙
を
描
き

続
け
た
と
し
て 
増  
田  
晴  
風 
さ
ん
に
岐

ま
す 
だ 
せ
い 
ふ
う

阜
県
警
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
増
田
さ
ん
は
平
成　

年
か
ら

１０

揖
斐
川
町
の
森
田
さ
ん
と
１
年
交
代

で
約　

年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
表
紙

１０

を
描
き
続
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

切
り
絵
の
増
田
さ
ん

県
警
よ
り
感
謝
状

　
『
源
氏
物
語
を
訪
ね
て
』を
テ
ー
マ

に
、　

月
２
日
（
火
）　

京
都
宇
治
と

１０

大
津
石
山
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
市
の
「
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
訪
れ
、
源
氏
物
語
の
登
場

人
物
や
宇
治
十
帖
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

さ
わ
ら
び
の
道
を
歩
き
、
世
界
文
化

遺
産
に
宇
治
上
神
社
、
そ
し
て
宇
治

平
等
院
を
散
策
し
ま
し
た
。
大
改
修

を
終
え
た
ば
か
り
の
阿
弥
陀
堂
を
み

な
が
ら
平
安
時
代
の
貴
族
の
暮
ら
し

や
す
ば
ら
し
い
国
宝
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
午
後
に
は
紫
式
部

が
源
氏
物
語
を
書
き
始
め
た
と
い
わ

れ
る
、
大
津
市
の
石
山
寺
を
参
拝
し

ま
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
大
き
な

岩
山
に
建
て
ら
れ
た
本
堂
や
塔
に
圧

倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

９
月　

日
（
木
）　
『
縄
文
人
と
天

１３

下
分
け
目
』
と
題
し
て
、
町
在
住
の

郷
土
史
家
、
高
木
清
士
さ
ん
か
ら
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も

興
味
深
か
っ
た
の
は
縄
文
人
と
弥
生

人
の
頭
が
い
骨
の
形
が
違
う
点
で
し

た
。
縄
文
人
は
狩
猟
民
族
の
た
め
、

あ
ご
が
発
達
し
た
角
張
っ
た
顔
に
な

り
、
弥
生
人
は
農
耕
民
族
の
た
め
、

顔
が
う
り
ざ
ね
顔
に
な
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
関
ケ
原
の
合

戦
に
当
て
は
め
て
見
る
と
、
家
康
は

縄
文
人
顔
、
三
成
は
弥
生
人
顔
に
な

り
ま
す
。
東
軍
に
縄
文
系
が
多
く
、

西
軍
に
弥
生
系
が
多
く
あ
り
、
東
西

の
対
決
が
縄
文
対
弥
生
の
対
決
で

あ
っ
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。
こ
の

構
図
は
蝦
夷
と
都
と
の
争
い
を
は
じ

め
、
関
ケ
原
以
前
で
も
各
所
で
あ
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
さ
て
、
み
な
さ

ん
は
縄
文
人
顔
、
弥
生
人
顔
、
ど
ち

ら
で
す
か
？

〈
ふ
る
さ
と
関
ケ
原
歴
史
講
座
〉

『
縄
文
人
と
弥
生
人
の
争
い
、関
ケ
原
』

〈
成
人
大
学
講
座
〉

『
源
氏
物
語
の
世
界
を
た
ど
っ
て
』
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北
小
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
、
並
び
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
作
品
展
「
誰
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
in

北
小
２
０
０
７
」
の
開
催
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　

北
小
学
校
は
昭
和　

年
に
創
立
さ
れ
、
そ

５３

れ
以
降
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
特
色
あ
る
活
動
の
一
つ
に
、

歴
史
や
自
然
を
大
切
に
し
た
「
ま
な
び
」
の

活
動
が
あ
り
ま

す
。

　

五
・
六
年
生

で
は
、
郷
土
を

想
い
、
愛
す
る

活
動
と
し
て
、

「
ま
な
び
」
の

時
間
に
練
習
し

た
剣
舞
を
、
運

動
会
や
、
町
の

行
事
「
ふ
れ
あ
い　

」
な
ど
で
披
露
し
て
い

２１

ま
す
。
田
中
先
生
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
に 
纏 
う
甲
冑

ま
と

は
、
町
の
「
甲
冑
教
室
」
に
お
い
て
親
子
で

心
を
こ
め
て
制
作
し
ま
し
た
。
運
動
会
で
は

「
三
味
線
ク
ラ
ブ
」
の
方
に
、
生
演
奏
で
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
子
ど

も
た
ち
は
伝
統
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
荘
厳

に
「
あ
あ
決
戦
の
関
ケ
原
」
を
踊
り
ま
し
た
。

　

一
・
二
年
生

は
生
活
科
で
、

自
然
に
ふ
れ
あ

う
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
春
に
、

レ
ン
ゲ
畑
を
お

借
り
し
て
、
レ

ン
ゲ
の 
絨
毯 
の

じ
ゅ
う
た
ん

中
で
、
自
由
に

花
を
摘
ん
だ
り
、

虫
を
捕
ま
え
た
り
し
て
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
・
四
年
生
は
、
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
、
判
断
し
、
自
ら
課
題
を
解
決
を
す

る
「
ま
な
び
」
の
学
習
を
通
し
て
、
笹
尾
山

や
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
校
区
の
地
域
へ

出
か
け
、
不
思

議
に
思
っ
た

こ
と
、
調
べ
た

い
こ
と
に
と

こ
と
ん
向
き

合
い
、
学
習
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全

校
で
は
、
夏
休

み
に
「
あ
ま
ご

つ
か
み
大
会
」
を
行
う
な
ど
、
自
然
に
親
し

む
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
、
歴
史
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
環
境
の
中
で
、
北
小
の
子
ど
も
た
ち
は

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
関
ケ
原
北
小
学
校
）

（
関
ケ
原
北
小
学
校
） 

（
関
ケ
原
北
小
学
校
） 

創
立
三
十
周
年
記
念
行
事
開
催
迫
る
！

期　

日
：　

月
４
日
（
日
）

１１

場
所
等
：
関
ケ
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

　
　

午
後
１
時　

分
〜　
　
　

大
ホ
ー
ル

３０

＊
誰
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

北
小

in

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

小
ホ
ー
ル

ふるさと関ケ原歴史講座　オープン講座
『青空の下での学習会～玉城のすべて』

期　　日：１１月２３日（金・祝）
時　　間：午前８時４５分～午後２時
場　　所：玉城山　玉城（城山城）跡
講　　師：米原市教育委員会　中井　均　先生
内　　容：城山登山口にて受付午前８時４５分
　　　　　山頂まで登り、「のろし駅伝」見学、中井

先生から説明をうかがいながら、山城の
遺構を巡ります。　昼食をとりながら、座
談会

費　　用：保険料として１００円
持　ち　物：昼食、飲み物、山歩きの服装
申し込み：この講座はオープン講座としてどなたで

も受講できます。事前の申し込みは必要
ありませんので、ご希望の方は当日朝、
直接、城山登山口までお越しください。
駐車場はエコミュージアムの西駐車場を
ご利用ください。

雨　天　時：中央公民館で同様の講座を行います。
問い合わせ先

　　教育委員会（℡　４３－１２８９　渡辺）

『ワードで年賀状講座』（全1回）

期　　日：１２月２日（日）

時　　間：午前９時３０分～午後４時３０分

場　　所：ふれあいセンター　パソコン室

内　　容：ワードを使った年賀状の裏面作成を

中心に行います。イラストや写真を

入れたきれいな書面を作ってみま

しょう。

受　講　料：２，０００円（当日集めます）

応募方法：教育委員会、中央公民館、ふれあい

センターにお越しください。各所で

受け付けております。

締め切り：１１月２０日（火）

定　　員：２０名（多い場合は抽選、４名以下の場

合は開催しない場合があります。）

問い合わせ先

教育委員会（℡　４３－１２８９）　　　　
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■おはなし原っぱ
　ふれあい図書館内おはなしコーナーにて、ボラン
ティアの方と職員による読み聞かせ会を開催していま
す。どなたでも参加できます。

１１月１０日（土）午前１０時３０分～午前１１時００分
担当：読書サークル
　★ぼくのママはどこ？
　★もったいないばあさん
１１月２４日（土）午前１０時３０分～午前１１時００分
担当：司書
　★わにわにのおふろ
　★おふろじゃおふろじゃ

１２月８日(土)　にじっこクラブ・クリスマス会開催

不破消防組合　西消防署　ＴＥＬ　４３－０１１９ 

○１１９番通報は落ち着いて正確に 
　「１１９番の日」は、地域住民と消防をつなぐダイヤルナンバー「１１９」にちなんで、昭和６２年から、１１月９日を『１１９番
の日』と定めていたものですが、正しい１１９番通報とは、どのようなものかご存知ですか。 
　消火活動や救急活動は、１分１秒の時間との勝負です。もし慌てて、場所等を正しく伝えられなければ、消防車両
等の現場への到着が遅れてしまい、被害が拡大し大惨事となることや助かる命が助からなくなる場合があります。 
　また、一般電話にて西消防署に通報するよりも１１９番での通報は、本部の指令室に入り指令システムにて情報を
得ることができるので早く対応できます。 
 
○１１９番通報で大切なことをまとめると、次の５点です。 
　１　火事、救急の区別 
　　　火災と救急では出動する車両が違いますので「火事です。」又は「救急です。」とはっきり言う。 
　２　場　所 
　　　消防車や救急車が遅れなく到着出来るように住所、場所は正確に、くわしく言うこと。 
　　　目標になる、建物や公園の名前なども言い、わかりやすく場所を伝えてください。 
　３　火事・事故等の状況 
　　　火災・事故の規模等によって持って行く装備や車両等を追加する場合がありますので、火事・事故等の状況

を正確にわかりやすく言うこと。 
　４　通報者の氏名・連絡先 
　　　状況を確認するために消防本部から電話をする場合があります。 
　　　「私の名前は○○○○です。電話番号は△△△－△△△△です。」とはっきり言いましょう。 
　５　携帯電話等による通報の場合 
　　　通報後は、しばらくの間は、電源を切らずにその場にいてください。（再度照会する場合があります。） 

残りわずか邇お早めに。
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３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間（平成１９年４月１日現在）

（２）休暇制度（平成１９年４月１日現在）

（３）育児休業（平成１９年４月１日現在）

４．職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）分限処分の状況（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

　分限処分とは、公務能率の維持向上を図るため、一定の事由に

よって職員がその職務を十分果たすことができない場合、職員

の意に反した不利益な身分上の変動をもたらす処分をいいます。

分限処分には、免職、休職、降任、降級の４種類があります。

（２）懲戒処分の状況（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

　懲戒処分とは、公務員の規律を維持するため、職員の一定の義

務違反に対する責任を問い、制裁として科する処分をいいます。

懲戒処分には、免職、停職、減給、戒告の４種類があります。

５．職員の服務の状況

　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ

職務の遂行にあたっては、全力を挙げてこれに専念しなければ

ならないこととされています。この趣旨を具体的に実現するた

め、地方公務員法によって、法令等及び上司の職務上の命令に従

う義務、信用失墜行為の禁止、職務上知り得た秘密を守る義務、

職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営

利企業等の従事制限など、民間企業の労働者とは異なる服務上

の強い制約が課されています。

　さらに、関ケ原町職員服務規程を制定し、職員が常に認識して

おかなければならない基本的な心構えを定めています。

 

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

（１）職員の研修の状況（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

　住民とともに活力あるまちづくりを進めるには、職員一人ひ

とりの確かな業務遂行能力に加え、創造力や政策形成能力など

幅広い知識・能力の習得が必要となります。職員の資質向上、能

力開発、組織活性化と意欲の向上を目指し、研修事業を実施しま

した。

（２）勤務成績の評定の状況

　地方公務員法第４０条第１項の規定に基づき、６月１日と１２月

１日を基準日として、全職員を対象に勤務評定を実施しています。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）公務災害の認定状況

　職員の公務に起因する災害及び通勤災害については、地方公

務員災害補償基金が補償します。

　　平成１８年度の認定件数　０件

（２）健康管理に関する状況

　労働安全衛生法に基づき、職員の定期健康診断を実施しました。

（３）共済制度

　職員の生活の安定と福祉の向上を図るため、岐阜県市町村職

員共済組合に加入しています。共済組合は、健康保険に相当す

る短期給付と厚生年金に相当する長期給付を行っています。

　また、職員の掛金と町からの補助金で運営する関ケ原町職員

互助会を組織し、福利厚生事業を実施しています。なお、平成

１８年度には１人あたり６，０００円を町から補助しました。

８．公平委員会の業務の状況

（１）勤務条件に関する措置要求の状況

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

（３）苦情処理の状況

午前８時３０分から午後５時３０分まで　１日８時間
（一部時間差出勤あり）　　

勤務時間

内　　　　　容　　日　数受講者数研 修 名

職務・職階に応じた研修２日１４人基 本 研 修

専門的・実践的知識の習得
（派遣先：岐阜県市町村職員研修セン
ター、海外研修）

１～１４日１５人派 遣 研 修

措置要求の概要

平成１８年度中の措置要求はありません

不服申立ての概要

平成１８年度中の不服申立てはありません

苦情処理の概要

平成１８年度中の苦情処理はありません

内　　　　　容区　　分

一の年（１暦年）につき２０日
２０日を限度として、残日数を翌年に繰り越し可
平成１８年平均取得日数　　　　　　　６．７日

年次有給休暇

負傷又は疾病のため療養する必要があり、勤務しないことがやむを
得ない場合

病 気 休 暇

代表的な特別休暇と付与期間
ボランティア休暇　　 ５日　　結婚休暇　　　　　５日
産前・産後休暇　産前６週間　　妻の出産休暇　　　２日
　　　　　　　 産後８週間　　子の養育休暇　　　５日
子の看護休暇　　　　 ５日　　慶弔休暇　　　１～７日
夏季休暇　　　　　　 ３日

特 別 休 暇

負傷、疾病又は老齢により２週間以上の期間にわたり日常生活を営
むのに支障がある配偶者、父、母、子等を介護する場合　２週間以
上６月以内

介護休暇（無給）

内　　　　　容区　　分

３歳に満たない子を養育する場合その子が３歳に達する日まで
平成１８年度育児休業取得者　４人

育児休業（無給）

合計降級降任休職免職区　　分

０人――――勤務実績が良くない場合

１人――１人―心身の故障の場合

０人――――職に必要な適格性を欠く場合

０人――――
職制・定数の改廃、予算の減少により
廃職・過員を生じた場合

０人――――刑事事件に関し起訴された場合

１人０人０人１人０人合計

合計戒告減給停職免職区　　分

０人――――法令に違反した場合

０人――――
職務上の義務に違反し又は職務を
怠った場合

１人―――１人
全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合

１人―――１人合計 住民課長（水道環境課長）谷口輝男 
水道環境課長（住民課長）山田　満 
住民課主幹（総務課主幹）鐡田　仁 
地域振興課主幹（住民課主幹心得）藤田栄博 
水道環境課主幹心得（水道環境課課長補佐）田中常敏 
住民課課長補佐兼介護保険係長（同課長補佐心得兼国民健康保険係長）西村克郎 
地域振興課商工観光係長（産業建設課農務係長）三宅淳也 
住民課課長補佐心得兼戸籍係長（同戸籍係長）吉川和代 
住民課国民健康保険係長（同主任）西村文臣 
産業建設課管理係長（教育委員会社会教育係長）坂本祝夫 
産業建設課農務係長（地域振興課商工観光係長）関東正晃 
教育委員会社会教育課社会教育係長（住民課介護保険係長）高木久之郎 
教育委員会学校教育課学校施設係長（同学校教育係長）徳永英俊 
教育委員会学校教育課学校教育係長（産業建設課管理係長）西脇美智子 
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町職員の給与等を公表します
関ケ原町の町職員の給与等について次のとおり公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況

（１）職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休

職者などを除いています。

（２）採用・退職の状況

　平成１８年度において実施した職員採用試験の内訳は、次のと

おりです。

平成１８年度中に退職した職員数は、次のとおりです。

（一般行政職）

２．職員の給与の状況

（１）人件費の状況

　平成１８年度普通会計における町の歳出に占める人件費の割合

は、次のとおりです。

（注）人件費には、町長、議員等の特別職の給料・報酬などを含んでいます。

（２）給与の内訳

　平成１９年度普通会計当初予算に計上された給与費の内訳と職

員数は次のとおりです。

（注）職員手当には、退職手当は含まれていません。

（３）平均給与月額

　平成１９年４月に支給した給与の平均額は、次のとおりです。

（４）初任給（平成１９年４月１日現在）

　一般行政職員の初任給と、その後２年間引き続き勤務した場

合の給料月額は、次のとおりです。

 

（５）学歴別・経験年数別平均給料月額（平成１９年４月１日現在）

学歴別・経験年数別の平均給料月額は、次のとおりです。

　なお、大学卒と高校卒は、４歳ほどの年齢差があります。

（６）一般行政職の級別職員数と構成比（平成１９年４月１日現在）

　町の給与条例に基づく給料表の級区分による標準的な職務内

容、職員数、平均年齢及び構成比は、次のとおりです。

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの職務の級に該当する代表的な職名で

す。

（７）職員手当の状況（平成１９年４月１日現在）

（８）特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）

 

主な増減理由
職　員　数

区　　分
増減数平成１９年平成１８年

退職者補充　１人　７６人　７５人一般行政部門

退職者不補充△２人　２４人　２６人教 育 部 門

退職者不補充△３人１８１人１８４人公営企業部門

△４人２８１人２８５人　　 合計　　

採用者数受験者数募集人数試験区分

１人６人

若干名

行政職

３人５人保育士

１人１人保健師

Ｈ１８．４．１～Ｈ１９．３．３１

４人退　職　者　数

平成１７年度人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）

２２．４％１６．４％５８１，１４５千円６４５，７３０千円３，５４０，７２２千円

一人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費
職員数（Ａ）

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料

５，０２７千円５０７，７５９千円１３３，６０３千円４２，４１８千円３３１，７３８千円１０１人

平均年齢
給　　　　　　　　与

職　　種
計職員手当給料

４１．５歳３３７，９９７円３１，９９７円３０６，０００円一般行政職員

４６．７歳２３９，０７５円２２，２７５円２１６，８００円技能労務職員

採用２年後初任給区　　分

１８３，８００円１７０，２００円大　学　卒

１４８，０００円１３８，４００円高　校　卒

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分

３３４，７００円３１７，５００円２５９，２００円大　学　卒

３１４，８００円２５５，５００円２３２，１００円高　校　卒

合計１級２級３級４級５級６級７級区　　分

主事主任係長
課長
補佐

主幹課長監理官
標準的な
職務内容

７８人９人２０人２６人９人３人９人２人職員数

１００％１１．５％２５．７％３３．４％１１．５％３．９％１１．５％２．５％構成比

内　　　　　容区　　分

配偶者　  月額１３，０００円
配偶者以外の扶養親族 １人につき　月額　６，０００円
１６歳から２２歳までの子に対する加算　 １人につき　月額　５，０００円

扶 養 手 当

○借家の場合
　月額１２，０００円を超える家賃を負担している場合、家賃の額に応じ
月額２７，０００円まで
○持ち家の場合
　新築・購入後５年間　 月額　２，５００円

住 居 手 当

○交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ月額５５，０００円まで
○自動車等利用者
　片道３㎞以上の使用者に対して、距離に応じ月額２，８００円から
２４，５００円まで

通 勤 手 当

平成１８年度支給総額 １２，６６４千円
職員全体に占める手当支給職員の割合 　　１．０％
１人あたり平均支給年額 　１２６，６４０円
手当の種類（９種類）
　①徴収業務手当 ②自動車運転手当
　③へい獣処理手当 ④感染症防疫作業手当　　　　
⑤死体取扱手当 ⑥火葬業務手当
　⑦じん芥等作業手当 ⑧病院業務手当

特殊勤務手当

平成１８年度支給総額　　　　　　 ３８，４４２千円
１人あたり平均支給年額　　　　　 　２５８，０００円

時間外勤務
手　　　当

　　　　　　　　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　６月期　　　１．４０月分　　　０．７２５月分
　　　１２月期　　　１．６０月分　　　０．７２５月分
　　　　計　　　　３．００月分　　　１．４５ 月分
職制上の段階・職務の級等による加算措置　　　　有

期 末 手 当
勤 勉 手 当

　　　　　　　　　　　自己都合　　勧奨・定年
　　　勤続２０年　　　２１．００月分　　２７．３０月分
　　　勤続２５年　　　３７．７５月分　　４２．１２月分
　　　勤続３５年　　　４７．５０月分　　５９．２８月分
　　　最高限度額　　５９．２８月分　　５９．２８月分
定年前早期退職特例措置　　　２～１０％加算

退 職 手 当

期　末　手　当給料・報酬月額区　　分

６月期　２．１２５月分
１２月期　２．３２５月分
　計　　４．４５　月分

５５０，０００円町　長

５５０，０００円副町長

２０５，０００円議　長

１６８，０００円副議長

１６０，０００円議　員
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「たこ」・「うおのめ」について「たこ」・「うおのめ」について
副院長　 宮 　 喜  一 　

みや き いち

　「たこ」と「うおのめ」を医学的にはそれぞれ胼胝（べんち）、鶏眼（けいがん）といいます。ともに皮膚
が外と骨との間で慢性の圧迫やまさつで機械的に刺激され、体の防御反応として皮膚の角質層が厚くなって
できます。このうち、角質層が外に向かって発育してできるのが「たこ」で、皮下組織に対する刺激がなく、
痛くありません。「座りだこ」や「ペンだこ」のほか、足の親ゆびや小ゆび、またその付け根やかかとにも
できます。ただし、「たこ」も厚くなりすぎると、角質層がひび割れて痛くなります。またねじれやずれが
加わると角質層の下に血液や組織液がたまり、炎症が起きて、痛くなります。細菌感染が加わると赤く腫れ
て強く痛むようになります。こんなときは医師にご相談下さい。一方、角質層が中に向かって発育すると
「うおのめ」になります。真ん中に「コーン」（ラテン語で「角（つの）」の意味）と呼ばれる透明な厚い角
質層が骨に向かって発育するため、圧迫が加わると強く痛みます。足にできている場合、圧迫や刺激をのぞ
く工夫が有効です。自分にあった履物に変えたり、歩き方に気を付けたり、強く当たる部分にクッションな
どを使って刺激を和らげると良くなります。また「たこ」、「うおのめ」ともにサリチル酸製剤（いぼころり、
スピール膏など）をつかって角質層を柔らかくするのも有効です。スピール膏は３～４日間張りっぱなしにし
て、角質層が十分柔らかくなってから削ります。「うおのめ」の場合、１回ではコーンの部分は十分削れない
ので、何回か繰り返して削る必要があります。しかし、原因を取り除かないと完全には治りません。難しい
場合は医師にご相談下さい。なお、注意を要するのは「いぼ」（医学的には「尋常性ゆうぜい」）です。これ
は削ると原因がウイルスなので、他の部に広がることがあります。紡錘状の構造物が集まってできているよ
うに見え、真上からは黒いぶつぶつが見えます。削らずに医師にご相談下さい。

更年期症候群について更年期症候群について
診療技術部長　 森  島 　 眞  理  子 

もり しま ま り こ

　女性外来を担当していて、しばしば受ける相談のひとつに「更年期障害（更年期症候群ともいいます）」
があります。閉経以降つまり卵巣の機能が終わる時期に出てくる様々な身体・精神症状のことです。この頃
には、検査をしてもどこが悪いのかはっきりしないけれども「体がだるい」「ほてって熱があるように感じ
る」「気分が落ち込む」「不眠」「頭重」「頭痛」「のぼせ」「耳鳴り」「動悸」「めまい」などの症状が出てきま
す。
　卵巣の機能の低下が始まる時期やその変化のスピードは個人差が大きく症状の出方も異なってきます。女
性ホルモンの分泌低下は女性の心身に大きく影響し加齢による体の変化や自律神経のアンバランスを起こ
しやすくなります。「老い」と直面することによって精神的な打撃を受けたり家庭や社会における転機を迎
えることでこのような症状がさらに出やすくなります。
　では自分が「更年期」と感じていたらどうしたらよいのでしょうか。体の不調が日常生活に影響を及ぼす
ほどであれば医療機関に相談して下さい。原因となる疾病が隠れていないか調べることが重要です。その結
果「病気」ではないがこのままでは困るという状態であれば、その程度にあわせ治療を受けましょう。治療
法には①女性ホルモン補充療法②漢方薬③向精神薬などがあります。
　①　女性ホルモン補充療法（ＨＲＴ）は婦人科で受けることになります。
　②　漢方薬は、ＨＲＴを希望されない場合の選択肢となります。
　③　精神症状の強い場合には、向精神薬を使用することもあります。
　更年期は生理的現象であり、生活の質を維持する以上の目的で治療をする必要はありません。しかし、悩
んだり苦しんだりするぐらいであれば、まず相談をして自分の心と体がどのような状態にあるのかを客観的
に知ることが大切です。その上で治療を受けるかどうか考えられることをお勧めします。
　この時期から高コレステロール血症、高血圧症、骨粗しょう症、動脈硬化性疾患が始まってくる方もみえ
ます。閉経以降の人生が長くなってきています。この期間を健康的に楽しんで過ごせるようにしていきたい
ものです。
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土金木水火月診療科名等

瀬古瀬古瀬古斎藤瀬古斎藤一診

内 科

森島斎藤桐井安藤森島安藤二診

桐井森島  桐井 三診

安藤五診

安藤 森島桐井斎藤瀬古初診

安藤森島斎藤・森島（女性外来） 午後

松尾浦野宮宮浦野宮一診

外 科 宮／浦野小森浦野／松尾松尾松尾／宮浦野／松尾三診・処置

検査・手術等手術等手術等病棟回診・手術等午後

安藤毎週土曜日（午前）外科・二診脳神経外科

毎週月曜日（午前）※月曜日が祭日の場合は火曜日　林外科・二診皮 膚 科

徳永徳永徳永徳永徳永徳永午前
泌 尿 器 科

手術・検査検査手術・検査手術・検査午後

久島楊楊久島楊久島一診

整 形 外 科 久島久島久島二診

手術等手術等手術等手術等午後

岐阜大学岐阜大学岐阜大学午前小 児 科

小國堀堀堀堀午前
眼 科

手術等午後

　　　１・２　林　
３・４・５　横山安藤午前耳鼻いんこう科

佐木佐木佐木佐木佐木佐木午前
歯 科

佐木病棟往診・手術佐木佐木午後

※担当医等は都合により変更となる場合があります。　　　※耳鼻いんこう科、土曜日の１～５はその週を表しています。
※小児科の平日（午後）・土曜日の診療は内科で行います。
※歯科へ午後、予約外受診される場合は、電話にて確認をお願いします。（手術・健診などにより午後休診になる場合があります。）
※透析患者さんの回診等のため、泌尿器科の診察は９時３０分開始となります。
※女性外来は、午後２：００～４：００健診室にて診察を行います。（完全予約制）　　◎急患の場合は、随時診察を行います。（℡４３－１１２２）

●国保 関ケ原病院の外来診察と担当医師（平成19年11月） ※都合により休診になる場合があります。
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。
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く
す
り
は
「
副
作
用
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と
い
う
避
け
て
通

れ
な
い
困
っ
た
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題
を
抱
え
て
い
ま
す
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く

す
り
を
の
む
時
も
、
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れ
が
一
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気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
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か
し
、
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副
作
用
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す
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て
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現
す
る
わ
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は
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り
ま
せ
ん
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体
調
に
よ
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て
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作
用
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こ
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こ
ら
な
い
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あ
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す
。

ま
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。
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。
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。
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出
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て
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１１

２６
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143-3201
（健康増進センター） 

健康に関するご相談は、 
保健師・栄養士までどうぞ。 

　

食
事
と
健
康
は
と
て
も
大
き
な
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
ね
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
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た
め
に
、
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ラ
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よ
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と
や
、
健
康
に
つ
い
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お

話
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し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
簡
単
に
お
い

し
く
で
き
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献
立
の
調
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実
習
を
し
ま
す
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料
理
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し
た
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と
の
な
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、
い
つ
も
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理
さ
れ
る
男
性
の
方
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日
時　
　
　

月　

日
（
月
）

１１

２６

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

場
所　
　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

内
容　
　

調
理
実
習
と
講
義

対
象　
　

町
内
在
住
の
男
性

人
数　
　
　

名
２０

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

参
加
費　

５
０
０
円

主
催　
　

関
ケ
原
町
食
生
活
改
善
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

や
す
ら
ぎ
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

℡　

４
３
―
３
２
０
１

男
性
の
料
理
教
室
開
催
！

　

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
要
因

が
お
な
か
の
な
か
に
つ
く
脂
肪
、
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

健
康
診
査
で
自
分
の
健
康
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再
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認
し
今
す

ぐ
長
期
に
出
来
る
よ
う
食
生
活
を
改
善
し
て

内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
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。
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＠
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３
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べ
る

　

蚯
不
規
則
な
食
習
慣
は
次
第
に
脂
肪
を
た

め
込
み
や
す
い
か
ら
だ
に
…

＠
野
菜
や
汁
物
な
ど
副
菜
を
先
に
食
べ
る

　

蚯
ス
ー
プ
な
ど
で
早
い
う
ち
に
満
腹
感
を

＠
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＠
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蚯
食
べ
る
量
・
回
数
が
増
え
る
原
因
に
…

＠
買
い
物
は
食
後
に
行
く

　

蚯
お
腹
が
減
っ
て
い
る
と
な
ん
で
も
お
い

し
そ
う
に
見
え
て
買
い
過
ぎ
に
…

＠
食
器
を
小
ぶ
り
に
す
る

　

蚯
量
が
少
な
く
て
も
見
た
目
で
満
足
感
が

得
ら
れ
る

＠
夕
食
は
就
寝
２
〜
３
時
間
前
に
す
ま
せ
る

　

蚯
夜
間
の
食
事
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
…

今
日
か
ら
始
め
る
家
族
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
！

11月 

（

備 考対 象 者会 場日 時内 容

母
子
関
係

母子健康手帳、母子相談のみ
予約制です。(保健師まで）希望者

保健福祉総合施設
「やすらぎ」

６日（火）午前１０時００分～午前１１時００分お子さん何でも相談
母 乳 相 談

母子健康手帳
平成１９年６月・７月生まれ１９日（月）午前１０時００分～午前１１時３０分離 乳 食 教 室 平成１８年１２月・平成１９年１月生まれ

問診票、母子健康手帳
平成１９年６月・７月生まれ１９日（月）前期乳児健診：午後１時３０分～午後１時４５分　　　　　後期乳児健診：午後２時００分～午後２時３０分

前 期 乳 児 健 診
後 期 乳 児 健 診 平成１８年１２月・平成１９年１月生まれ

母子健康手帳、歯科保健アンケー
ト、歯ブラシ、コップ、タオル平成１７年９月・１０月生まれ２２日（木）午前１０時００分～午前１１時００分２ 歳 児 歯 科 相 談

母子健康手帳
Ｂ Ｃ Ｇ：生後３か月～生後６か月未満児
３種混合：生後３か月～９０か月未満児２６日（月）Ｂ Ｃ Ｇ：午後１時３０分～午後１時４５分　　　　　３種混合：午後２時００分～午後２時３０分

ＢＣＧ・３種混合
予 防 接 種

運動のできる服装、水分（お
茶・水等）、手作り手帳２歳児（未就園児）とその保護者等２７日（火）午前９時３０分～午前１１時３０分キ ッ ズ ビ ク ス

エプロン・三角巾、筆記用具

申込者

保健福祉総合施設
「やすらぎ」

２日（金）午前９時３０分～午後１時３０分栄 養 教 室

成
人
関
係

運動のできる服装、水分（お
茶・水等）・バスタオル

２日（金）午後１時００分～午後３時３０分１６日（金）ヨ ー ガ 教 室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル

７日（水）午前９時３０分～午前１２時００分２１日（水）貯 筋 教 室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル

７日（水）午後１時００分～午後３時３０分２１日（水）血液さらさら教室

体験講座１３日（火）①午前１０時００分～午前１２時００分　　　　　②午後１時３０分～午後３時３０分右 脳 活 性 化 教 室
音楽療法２９日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分
運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル

１４日（水）午前９時３０分～午前１２時００分２８日（水）シルバービクス教室

運動のできる服装、靴、水
分（お茶・水等）・バスタオル

１４日（水）午後１時００分～午後３時３０分２８日（水）本気で３㎏スリム教室

１１日（日）午前９時３０分～午後３時３０分健康短期大学大学祭
エプロン・三角巾、筆記用
具、５００円２６日（月）午前９時３０分～午後１時００分男 性 の 料 理 教 室

料金５００円、案内のはがき、
眼鏡（必要な方）

関ケ原病院

９日（金）午後１時００分～午後３時００分３０日（金）骨 密 度 検 診

料金７００円、案内のはがき、
眼鏡（必要な方）

９日（金）午後２時００分～午後４時００分３０日（金）乳 が ん 検 診
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関ケ原町社会福祉協議会職員の募集について

◎応募方法　履歴書を右記迄提出して下さい（郵送可）
◎選考方法　小論文・面接による
　（期日は応募者に通知します）
　※但し、正規職員は一般教養試験
◎応募期限　平成１９年１１月２０日
◎採用期日　平成２０年１月

連絡先
〒５０３－１５２２　　　                             　　　　　　　　　
岐阜県不破郡関ケ原町大字関ケ原８９４番地の２８  　　　　　
（関ケ原町老人福祉センター内）
社会福祉法人　関ケ原町社会福祉協議会

※２等陸・海・空士（任期制隊員）は、年間を通じて受け付けております。
※詳しいお問い合わせは、大垣市林町５－１８　光和ビル２Ｆ「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」まで。
ＴＥＬ　０５８４－７３－１１５０　ＵＲＬ　http://www.mod.go.jp/pco/gifu/

平成19年度　2等陸・海・空士募集 
試験期日受付期間募　集　種　目

平成１９年１１月２５日
平成１９年１２月１６日
平成２０年　１　月２７日

平成１９年１０月　２　日～平成１９年１１月２４日
平成１９年１１月２６日～平成１９年１２月１５日
平成１９年１２月１７日～平成２０年　１　月２６日

９次募集
１０次募集
１１次募集

２等陸・海・空士

平成19年度　自衛隊生徒募集 
待遇・その他受付・試験期日資　　格募集予定人員制　度　概　要

修業年限４年

修業時
３等陸曹

受付：平成１９年１１月１日
　　　～平成２０年１月８日

中卒（見込含む）
１７歳未満の男子陸：約　２５０人

　中学校卒業者等を対象に採用し、優
れた若い人たちを自衛隊の専門技術
者として養成するため、自衛官として
給与等を支給されながら高等学校教
育を受けられる制度です。

１次：平成２０年１月１２日
２次：平成２０年１月２５日
　　　～平成２０年１月２８日

待遇・その他応募資格業務内容勤務場所募集人員職　　種

①社会福祉協議会の正規職員
として採用します。
②給与、その他諸手当は本会
の規程により支給します。
③勤務条件　月曜日～金曜日
午前８時３０分～午後５時３０分

①普通自動車の運転免
許を有する方。
②簿記資格を有する方。
③パソコン操作ができ
る方。

経理、その他業務に
従事します。

事務局１名事務職員

①社会福祉協議会の正規職員
又はパートとして採用します。
②給与、その他諸手当は本会
の規程により支給します。　
③勤務条件　月曜日～金曜日
午前８時３０分～午後５時３０分

①普通自動車の運転免
許を有する方。
②看護師（准看護師）
の資格を有する方。

要介護者に対する身
体看護など日常動作
訓練の業務に従事し
ます。

「やすらぎ」
訪問看護
ステーション

若干名
看護師

（准看護師を
含む）

①社会福祉協議会のパート職
員又は登録職員として採用し
ます。
②時間給は本会の規程により
支給します。
③勤務条件　月曜日～日曜日
１日４時間以内で月８０時間以内
※土日のみでも可

①普通自動車の運転免
許を有する方。
②介護福祉士又はホー
ムヘルパー養成研修
１，２級課程を修了した
方及びその見込みの方。

要介護者に対する身
体介護及び家事援助
の業務に従事します。

「やすらぎ」
ヘルパー　　
ステーション

若干名
訪問介護職員
（ホームヘル
パー職員）

役場職員の募集

勤務日等
年齢・資格等

（平成２０年３月３１日現在）
採用予定日採用予定人数職　　種

通常勤務

満４０歳未満
保健師免許を有する者又は
平成２０年３月取得見込みの者
普通自動車免許所持者

平成２０年４月１日１名保健師

週４日勤務
１日８時間勤務

満５０歳未満
普通自動車免許所持者

平成２０年１月４日～
平成２０年３月３１日

１名
役場事務補助員
(臨時職員）

２．応募期限 平成１９年１１月３０日（金）午後５時３０分まで
３．応募方法 役場　総務課までお問い合わせください
４．問い合わせ先 関ケ原町役場　総務課庶務係　　℡　４３－１１１０（直通）
 ※試験日は、後日応募者にご連絡致します

関ケ原町では、次の職種の職員を募集しています。
１．募集職種及び応募資格等
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EC
O

エコミュージアム関ケ原今月のイベント 
イベント参加希望の方は
電話にてお申込みください

TEL 43―5724

　

県
内
の
良
好
な
歴
史
・
伝
統
的
景

観
、
自
然
的
景
観
等
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）
ま
で

２０

２９

応
募
方
法

　

応
募
用
紙（
募
集
チ
ラ
シ
の
裏
面
）

に
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
景
観

の
名
称
、
所
在
地
等
）
を
記
入
し
、

カ
ラ
ー
写
真
を
１
枚
添
え
て
郵
送
又

は
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　
「
県
庁
都
市
政
策
課
」又
は
最
寄
り

の
県
土
木
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

℡　

０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１
１

内
線
３
７
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.g

ifu
.lg
.jp
/p
ref

/s11654/k
eik
an
/ch
ooses100/

hyakusenboshu.pdf

●お問い合わせ先●
●役 場
●教育委員会
●中央公民館
●ふれあいセンター

43-1111（代）
43-1289
43-1288
43-2233

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、『
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
』
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除（
非
課
税
）の
対
象
で
す
。

・
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」は
、　

月
上
旬
に
社
会
保
険

１１

庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、申
告

の
際
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡　

０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１

（
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

年
３

１９

１１

２０

月　

日
、
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

１４

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
障
害

２０

者
の
方
に
対
す
る
減
免
制
度
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

・
減
免
限
度
額
の
設
定

　

自
動
車
税
減
免
は
、
四
万
五
千
円
、

自
動
車
取
得
税
減
免
に
つ
い
て
は
三

百
万
円
に
税
率
を
乗
じ
た
額
を
限
度

額
と
し
て
、
こ
れ
を
超
え
る
額
が
課

税
額
と
な
り
ま
す
。

・
自
動
車
取
得
税
減
免
申
請
の
期
間
制
限
の
設
定

　

既
に
自
動
車
取
得
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
場
合
、
新
た
に
取
得
す
る

自
動
車
の
減
免
申
請
を
行
う
に
は
、

既
減
免
車
の
取
得
日
か
ら
一
定
期
間

（
新
車
で
減
免
を
受
け
た
場
合
は
二

年
間
、
中
古
車
で
減
免
を
受
け
た
場

合
は
一
年
間
）
経
過
し
て
い
る
こ
と

が
減
免
申
請
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

・
自
動
車
税
の
月
割
減
免
制
度
の
創
設

　

賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
以
降
に

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
減
免

要
件
に
該
当
す
る
事
と
な
っ
た
場
合
、

申
請
の
翌
月
か
ら
月
割
で
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
視
覚
障
害
の
減
免
適
用
対
象
の
拡
充

　

対
象
範
囲
が
一
級
か
ら
四
級
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
従
来
は
一
級
か
ら
四

級
の
一
ま
で
）

・
生
計
同
一
で
あ
る
事
の
証
明
書
類

が
、
原
則
と
し
て
生
計
同
一
証
明
書

か
ら
住
民
票
謄
本
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

℡　

０
５
８
―
２
７
９
―
３
７
８
１

西
濃
県
税
事
務
所

℡　

７
３
―
１
１
１
１（
内
線
２
４
５
）

岐
阜
県
総
務
部
税
務
課

℡　

０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
９
６
）

美
し
い
ひ
だ
・
み
の

景
観
百
選
募
集
中

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

減
免
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

体験教室
つる細工教室～楽しみながらツルの編み方を学ぼう！～
日　　時　11月10日（土）午前10時～午後4時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
　　　　　（午前9時45分より受付）
講　　師　 太  田 　 正  勝 さん　垂井町

おお た まさ かつ

　　　　　 太  田  知  幸  子 さん　垂井町
おお た さ ち こ

定　　員　15名
材　料　費　500円
スケジュール
　　　　　午前10時～午前12時　　ツル採集
　　　　　午後1時30分～午後4時　ツル編み
持　ち　物　花きりバサミ（ツルを切ります）、軍手、
　　　　　ビニール袋、お弁当、帽子
服　装　等　汚れてもいい服装で
内　　容　ツルの採り方から、かごの編み方までを習います
しめ縄作り教室～手作りのしめ飾りで正月を迎えよう！～
日　　時　12月8日（土）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
　　　　　（午前9時45分より受付）
講　　師　野上あすなろ会
定　　員　20名
材　料　費　300円
持　ち　物　ハサミ
内　　容　玄関に飾るしめ飾りを作ります 

観察会
カタツムリウォッチング～不思議なカタツムリの世界！～
日　　時　11月25日（日）
　　　　　午後1時30分～午後3時30分（小雨決行）
集合場所　大垣市赤坂町
　　　　　＊金生山化石館駐車場（午後1時20分までに集合）
観察場所　金生山化石館周辺
　　　　　＊場所がわからない方は、大垣市役所赤坂事務所

に午後1時までに集合
観察案内　 大  橋 　 健 さん（自然観察指導員）

おお はし つよし

　　　　　 松  本  和  芳 さん（自然観察指導員）
まつ もと かず よし

定　　員　20名　親子で参加ください
参　加　費　無料
持　ち　物　帽子、軍手、ピンセットなど
服　装　等　動きやすく汚れてもいい服装で
内　　容　いろいろなカタツムリを観察します

ギャラリー
スクラップブッキング展
　～写真と言葉のコラボレーションアルバム！～
出　　展　 伊  藤  直  子 さん他（大垣市）

い とう なお こ

期　　間　11月2日（金）～11月29日（木）
＊スクラップブッキングとは思い出の写真を色紙や押し花な
どを使って美しくレイアウトし、思い出をあざやかに残し
てゆくアートです。

日
時　
　

月　

日
（
火
）

１１

２０

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会
場　

関
ケ
原
町
中
央
公
民
館

テ
ー
マ　

関
ケ
原
合
戦
外
伝（
そ
の
６
）

　
　
　

竹
中
重
門
に
つ
い
て

岩
手
城
主
で
あ
り
地
域
の
お
殿
様

で
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
武
将
で
あ
り
ま
た
漢
学
、

国
学
の
文
化
人
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
学
習
す
る
た
め
に
、
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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●ＯＣＴ情報交差点
◇火～金　午後８時～　他
ＯＣＴ放送エリア内のニュースや出来事を一
週間まとめて放送。
また、地元ならではの情報など盛りだくさん
でお伝えします。
　６日～　イベント情報
　１３日～　グルメ情報
　２０日～　日帰りバスツアー紹介
　
げんきはなまる
◇金曜日　正午～／午後６時～　他
子供達が元気に歌や踊りを見せてくれます。
　１６日～　北保育園　きりん組
　
ぷらっと　
◇水曜日　正午～／午後６時～　他
リポーターが偶然出会った人と話し込んだり、
ちょっと気になるものを突撃取材します。

11

　平成２０年度に、保育園に初めて入園を希望される方への説明会を次の日程で行います。
継続して入園を希望される方は、入所申込書に必要事項を記入していただき、入園受付日
にお越しください。

平成２０年度保育園入園希望者説明会

　　延 長 保 育　西保育園において、午前７時から午後６時３０分まで保育します。
　　乳 児 保 育　各保育園で、生後６か月以上のお子さんを保育します。
　　障害児保育　各保育園で保育します。
　　※発達指導を希望される方は、東保育園内「すぎの子園」をご利用ください。

保育園に入園できる基準

　　①家庭外労働…家庭の外へ仕事に出かけている。求職のため日中外出している。
　　②家庭内労働…家庭にいるが、家事以外に仕事をしている。
　　③母親の出産等…母親が出産の前後、病気、負傷、心身に障害がある。
　　④病人の看護等…病人や障害をもつ同居家族の介護。
　　⑤災害等…火災、風水害、地震等で家がなくなったり破損したためその復旧の間。

　尚、上記以外のご家庭のお子さんで、入園希望の方は、定員に余裕がある場合に限って、
私的契約で入園できます。

問い合わせ先　　　役場　住民課　福祉係　℡　４３－１１１３

時　間入園受付予定日時　間入園説明会会　場

午前１２時～午後４時１月２８日（月）午後３時～１１月１９日（月）東　保　育　園

午前１２時～午後４時１月２９日（火）午後３時～１１月２０日（火）西　保　育　園

午前１２時～午後４時１月３０日（水）午後３時～１１月２１日（水）北　保　育　園

午前１２時～午後４時１月３１日（木）午後３時～１１月２２日（木）今須保育園

　平成20年度の関ケ原南小学校附属幼稚園、関ケ
原北小学校附属幼稚園の園児を募集します。入園を
希望される方は、所定の用紙にて申し込みの手続き
を行ってください。 
 
入園資格　　関ケ原町在住の5歳児 
　　　　　　（平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれ） 
保 育 料　　5，000円（月額） 
願書受付日　　12月3日（月） 
受付会場　　各幼稚園 
受付時間　　午前7時45分～午後5時30分 
 
◆　所定の用紙は各幼稚園・保育園にあります。 
詳しくは各幼稚園にお尋ねください。 
 
　　　南幼稚園　℡ 43－1884 
　　　北幼稚園　℡ 43－1712



平成１９年１１月１日 14 第520号

①
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
保
管
期
間

が
３
か
月
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
警
察
署
に
拾
得
物
が

届
け
ら
れ
た
場
合
、
落
と
し
主
を
捜

し
、
ま
た
、
落
と
し
主
か
ら
の
連
絡

を
待
つ
期
間
は
６
か
月
で
し
た
が
、

そ
の
期
間
が
３
か
月
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

②
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
情
報
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
、
探
し

や
す
く
な
り
ま
す

　

各
都
道
府
県
内
で
取
り
扱
わ
れ
た

拾
得
物
に
関
す
る
情
報
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

③
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど
個
人

情
報
が
入
っ
た
物
に
つ
い
て
は
、

拾
っ
た
人
が
所
有
権
を
取
得
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す

　

携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど
の
個

人
情
報
が
入
っ
た
拾
得
物
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
観
点
か

ら
、
落
と
し
主
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
で
も
、
拾
得
者
に
所
有
権
が
移
転

し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

④
動
物
愛
護
法
に
よ
る
引
き
取
り
の

対
象
と
な
っ
た
所
有
者
の
わ
か
ら
な

い
犬
・
ね
こ
は
、
遺
失
物
法
の
対
象

外
と
な
り
ま
す

　

動
物
愛
護
法
の
規
定
に
よ
る
引
き

取
り
の
対
象
と
な
っ
た
「
所
有
者
が

判
明
し
な
い
犬
又
は
ね
こ
」
に
つ
い

て
は
、
遺
失
物
法
が
適
用
さ
れ
ず
に
、

都
道
府
県
等
が
引
き
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

垂
井
警
察
署
会
計
課

℡　

２
２
―
０
１
１
０

　

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
相
談
に
県
内

の
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
で
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日

　

月　

日
（
月
）
〜　

日
（
日
）

１１

１２

１８

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

　
（
土
曜
・
日
曜
は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

　

な
お
、
右
記
強
化
週
間
以
外
の
日

は
、
平
日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

１５
相
談
電
話
番
号

℡　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡　

０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１（
代
表
）

　

勤
労
意
欲
を
高
め
豊
か
な
町
づ
く

り
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
該
当
優

良
勤
労
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
。

表
彰
基
準

　

表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

は
、　

月
１
日
現
在
で
次
の
各
号
に

１１

該
当
す
る
者
を
い
い
ま
す
。

（
１
号
）
町
内
で
商
店
、事
業
所
等

を
営
む
同
一
中
小
企
業（
商
工
会
加

入
の
法
人
を
含
む
）に
引
き
続
き　
１０

年
以
上
勤
務
し
、そ
の
成
績
優
良
と

認
め
ら
れ
る
者
で
、そ
の
所
属
長
又

は
関
ケ
原
町
商
工
会
長
の
推
薦
を
受

け
た
者

（
２
号
）
町
内
の
法
人
組
織
に
よ
る

同
一
事
業
所
及
び
官
公
庁
に
引
き
続

き　

年
以
上
勤
務
し
、そ
の
成
績
優

１０
良
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、そ
の
所
属

長
の
推
薦
を
受
け
た
者

（
３
号
）
町
内
で
農
林
業
者
等
に
引

き
続
き　

年
以
上
勤
務
し
、そ
の
振

１０

興
に
業
績
著
し
い
者
で
そ
の
所
属
長

又
は
西
美
濃
農
業
協
同
組
合
関
ケ
原

支
店
長
の
推
薦
を
受
け
た
者

選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
の
選
考

授
与
品

　

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

後
日
事
業
所
様
宛
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
お
届
け
し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

地
域
振
興
課

℡　

４
３
―
１
１
１
２

関
ケ
原
小
学
校
建
設
工
事　
着
工
の
お
知
ら
せ

小
学
校
建
設
工
事
に
伴
う
学
校
敷
地
内
の

記
念
樹
・
卒
業
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
措
置
に
つ
い
て

　
「
新
設
関
ケ
原
小
学
校
」
開
校
に
向

け
、
い
よ
い
よ
建
設
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
今
年
６
月
頃

か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
し
た

が
一
昨
年
に
世
間
を
騒
が
せ
た
耐
震

偽
装
問
題
に
よ
り
、
今
年
６
月　

日
２０

か
ら
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
伴
い
、

新
校
舎
の
設
計
も
見
直
し
が
必
要
と

な
り
工
事
の
着
工
が
遅
れ
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
小
学
校
建
設
工
事
の

入
札
を
行
い
、
議
会
の
議
決
を
得
て
、

正
式
に
落
札
業
者
と
の
契
約
も
締
結

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
、
工
事
開

１０

１３

始
前
の
安
全
祈
願
祭
も
執
り
行
わ
れ
、

本
格
的
に　

月
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ

１１

と
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
計
画
よ
り

着
工
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
工
事
の
完
成
は
、
当
初
の
予
定

ど
お
り
で
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は

２１

新
設
「
関
ケ
原
小
学
校
」
と
し
て
開

校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
は
南
小
学
校
で
学
校
生
活

を
お
く
る
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
・

教
育
環
境
の
保
守
、
ま
た
、
周
辺
町

民
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
の
保
守
に
努

め
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

何
卒
、
本
工
事
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
設
工
事
の
着
工
に
伴
い
、
現
在
、

南
小
学
校
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
記
念

樹
・
卒
業
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
各
年

度
の
代
表
者
等
に
連
絡
を
し
、
措
置

に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
新
校
舎
の
配
置
計
画

上
、
敷
地
内
に
お
い
て
移
設
場
所
が

な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
物
が
撤
去
と
な

る
予
定
で
す
。
建
設
工
事
に
伴
う
措

置
に
つ
い
て
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
措
置
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な

こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
等
で
地

中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
が
把
握
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
既
校
舎
の
周
辺
に
あ

り
ま
し
た
ら
、
至
急
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

℡　

４
３
―
１
２
８
９

落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
扱
い
制
度
が
変
わ
り
ま
す

（
新
し
い
遺
失
物
法
が　

月　

日
施
行
さ
れ
ま
す
）

１２

１０

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
実
施

平
成　

年
度

１９

勤
労
者
表
彰
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

○
歴
史
民
俗
資
料
館
入
館
者
数

　
　

９
月　
　
　

４
、
５
５
０
人

○
関
ケ
原
史
跡
ガ
イ
ド（
現
地
）案
内
実
績

　
　

９
月　

団
体　

合
計　

名
１３３

９
月　

日　

元
駐
日
韓
国
大
使
様〔
韓
国
〕…（
伊
藤
）

１１

９
月　

日　

毎
日
新
聞
旅
行
様〔
東
京
〕…（
伊
藤
）

１５

９
月　

日　

歯
科
医
師
会
様〔
亀
山
〕…（
闍
木
松
）

１６

９
月　

日　

家
事
調
停
協
会
様〔
岸
和
田
〕…（
山
根
）

２７

９
月　

日　

Ｊ
Ｒ
東
海
財
団
様〔
東
京
〕…（
事
務
局
）

２７

　
　
　
　
　
（
ガ
イ
ド
事
務
局
扱
）

○
企
画
展　
「
武
具
と
皮
革
」開
催
中

安全祈願祭
「鎌入の儀」
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日　

時　
　

月　

日（
日
）雨
天
決
行

１１

１１

場　

所　

関
ケ
原
町
今
須
地
内

内　

容

・
午
前
９
時
〜
八
幡
神
社
、
法
善
寺

付
近
に
て
消
火
訓
練

・
午
前　

時　

分
〜
小
畑
商
店
か
ら

１０

５０

今
須
小
中
学
校
に
て
分
列
行
進

・
午
前　

時　

分
〜　

今
須
小
中
学

１１

１０

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
式
典

　

な
お
、
当
日
は
今
須
地
内
、
演
習

場
所
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ま

た
路
上
に
車
両
を
駐
車
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

西
消
防
署　

℡
４
３
―
０
１
１
９

　

国
で
は
、　

月
を
「
全
国
青
少
年

１１

健
全
育
成
強
調
月
間
」
と
定
め
て
、

国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン
◇

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変

わ
る
」

「
青
少
年　

地
域
で
守
ろ
う　

育
て

よ
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　関ケ原町商工会では、日頃ご利用いただいているお客様に
対し、11月1日（木）から900円の購入金額で1,000円分の
買い物等が取扱店（約50事業所）で使えるプレミアム商品券（め
ちゃうれしい商品券）を商工会館で販売いたします。 
　発行総額1,500万円で一人当たりの購入限度額は、額面で
20,000円（20枚）までとし、1世帯60,000円が限度となっ
ております。 
販 売 期 間　11月1日（木）以降は土、日、祝日を除き売り切

れとなるまで 
　　　　　　午前9時から午後3時 
ご利用期間　平成19年11月1日～平成20年1月31日 
販 売 場 所　関ケ原町商工会館 
問い合わせ先　関ケ原プレミアム商品券実行委員会 
　　　　　　　　　　　（関ケ原町商工会館内） 

℡　43―0270

　平成２０年４月から新たに｢後期高齢者医療制度｣が始まります。この新しい医療制度の運営は、県内の
全ての市町村が加入する｢岐阜県後期高齢者医療広域連合｣が行い、お住まいの｢市町村｣で窓口業務
を行います。現在、この新しい医療制度の開始に伴い、市町村と広域連合で協力して準備業務を行って
います。 
　つきましては、下記のとおり対象となる方 に々、後期高齢者医療制度への移行確認をいたします。制度
の円滑な運営を行うため、対象となる皆様方のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

【障害認定者に対する制度の移行確認について】 
対象となる方 
　６５歳以上７５歳未満の障害認定による老人保健受給者証をお持ちの方 
目　的 
　現在、６５歳以上７５歳未満の障害認定による老人保健受給者証をお持ちの方は、平成２０年４月からは
後期高齢者医療制度に加入します。現在ご加入の国民健康保険や社会保険などの医療保険を継続す
ることもできるため確認いたします。 

確認のための文書の送付時期 
　１１月中旬を予定しております。 
問い合わせ先　　　　　　　役場　住民課（老人保健係）　　℡　４３―１１１３ 
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◎火災時における災害情報はテレホンサービス　TEL 24ー 1090
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平成19年9月16日から
平成19年10月15日までの
受付分（敬称略）

●

●
●●
●●●●●●●●

●
●
●
●

平成19年10月1日現在

人口 8,673人（＋15）

男 4,242人（＋6人）

女 4,431人（＋9人）

世帯数 2,892世帯（＋15世帯）

●消防署 平成19年9月分

搬送人員出動件数
累計今月累計今月

465335交 通

322312一般負傷

1461015411急病人

425435その他

2662226123計

出動件数
累計今月

10建 物

00車 両

10林 野

00その他

20計

◎救急 ◎火災

平成19年9月分 

比  較
１８年９月の
排出量

１９年９月の
排出量

品  目

８.７％減８１.００ｔ７３.９６ｔ燃やせるごみ

１２.０％増７.９２ｔ８.８７ｔプラスチック類

７.５％増１１.３７ｔ１２.２２ｔ燃やせないごみ

＊昨年に比べプラスチック類と燃やせないごみの量が増えています。
ごみの減量化にお努めください。

○平成19年度全国統一防火標語
「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

○実施期間　11月9日（金）～15日（木）
　この運動は、秋から冬にかけて、火気を使うことが多くなり、風が

強く空気も乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、より

火災予防を心がけてもらうため毎年実施されるものです。火災の原因

の半分以上は、火を扱う人の不注意です。火災を未然に防ぐためには、

火災を起こさないよう普段の生活の中から「火の用心」に心掛けてく

ださい。

○火災防止の8ポイント
　� 寝タバコ、タバコの投げ捨てはしない
　� 天ぷらを揚げるときは、その場を離れない
　� 家のまわりに燃えやすいものを置かない
　� 子どもにはマッチやライターをさわらせない
　� 電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
　� ストーブに燃えやすいものを近づけない
　� 寝る前に必ず火の元を確かめる
　� 消火の備えを万全に
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